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	応用
	抗原情報
	背景
	酵素制御：Ca(2+)によって活性化され、Zn(2+)によって阻害される。,機能：フィトセラミドのみをフィトスフィンゴシンと遊離脂肪酸に加水分解する。逆活性はない。,類似性：アルカリセラミダーゼファミリーに属する。,組織特異性：普遍的に発現する。胎盤で最も高い発現を示す。,酵素制御：Ca(2+)によって活性化され、Zn(2+)によって阻害される。,機能：フィトセラミドのみをフィトスフィンゴシンと遊離脂肪酸に加水分解する。逆活性はない。,類似性：アルカリセラミダーゼファミリーに属する。,組織特異性：普遍的に発現する。胎盤で最も高い発現を示す。,
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	PHCA抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PHCA抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胎盤組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	PHCA抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PHCA 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	APHCポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

